
三重県 松阪市 健康福祉部 健康福祉総務課
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松阪市

松阪ってどんなとこ？松阪市の概要 令和5年４月1日時点 住民基本台帳より

松阪市
平成17年1月1日に、
松阪市・嬉野町・三雲町
・飯南町・飯高町の
1市4町が合併

→ 山林の占める割合が高い。

≪用途別≫ 

耕地 76.80平方キロメートル(12.3％)

宅地 30.41平方キロメートル (4.9％)

森林 427.61平方キロメートル(68.6％）

東西50km（伊勢湾から高見山）、

南北37km（津市と多気郡の間）

人口と高齢化率の推移と将来推計

高齢化率 39.0%  （令和5年4月より＋8.4%）

2045年になると

人 口 １５８，218人

世帯数 ７４，331世帯

面 積 ６２３．５８ｋｍ２

高齢化率 30.６％

三重県全体の１０．８％を占める。県内２位。

総人口 65才以上 高齢化率

松 阪 市 158,218人 48,336人 30.6%

本庁管内 116,818人 35,403人 30.3%

嬉野管内 19,219人 5,949人 31.0%

三雲管内 14,839人 3,390人 22.8%

飯南管内 4,210人 1,893人 45.0%

飯高管内 3,132人 1,701人 54.3%

令和５年４月１日時点の人口

松阪市マスコットキャラクター

ちゃちゃも

・ 公立小学校 36校

・ 公立中学校 11校

・ 地域包括支援センター ５か所

・ 障がい児・者総合相談支援センター １か所

・ 住民自治協議会数 43

2020年以前の人口：住民基本台帳（2016～2020年 各10月1日現在）より
2025年以降の推計人口：国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）』より

総人口 127,382人 （令和５年4月より－30,836人）
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重層事業に取り組んだ背景・課題や、取組の理念

– 重層的支援体制整備事業の基本方針・事業目標 –

松阪市における重層的支援体制整備事業は、第4期松阪市地域福祉計画・松阪
市地域福祉活動計画における施策の基本目標並びに施策の方向に位置付けられ
た内容を踏まえ実施していきます。

高齢者福祉、障がい福祉、子育て支援、生活困窮など各制度の充実が図ら

れている一方で、少子高齢化や家族・地域社会の変化などにより、地域生活
課題が複雑化・多様化し、従来の福祉制度では対応しきれない課題や分野別
の窓口だけでは対応困難なケースも多くあります。

このような中、松阪市では、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対
応する包括的な支援体制を構築するため、属性を問わない相談支援、多様
な社会参加に向けた支援及び地域づくりに向けた支援を一体的に実施する
「重層的支援体制整備事業」を令和５年度から本格実施していきます。

– 背景・課題 –
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主な担当　【実施方法】 市担当課

★新規★  福祉まるごと相談室 健康福祉総務課

【介護】 　地域包括支援センターの運営  地域包括支援センター 【委託：医師会・嘉祥会・太陽の里・社会福祉協議会】 高齢者支援課

【障害】 　障害者相談支援事業　※ 基幹型は未実施  松阪市障がい児・者総合相談センター マーベル 【委託：社会福祉法人 愛恵会】 障がい福祉課

【子ども】 　利用者支援事業  子育て世代包括支援センター 【直営：健康センターはるる、嬉野保健センター】
健康づくり課

嬉野地域振興局 地域住民課

【困窮】 　自立相談支援事業  生活相談支援センター 【委託：社会福祉協議会】 地域福祉課

 福祉まるごと相談室

 【委託：社会福祉協議会】

【介護】
　地域介護予防活動支援事業

　生活支援体制整備事業
 地域包括支援センター 【委託：医師会、嘉祥会、太陽の里、社会福祉協議会】 高齢者支援課

【障害】 　地域活動支援センター事業  地域活動支援センター こだま 【委託：社会福祉法人 愛恵会】 障がい福祉課

【子ども】 　地域子育て支援拠点事業  子育て支援センター 【直営、委託：みどり福祉会他】 こども未来課

 福祉まるごと相談室

 【委託：社会福祉協議会】

 福祉まるごと相談室

 【委託：社会福祉協議会】

第

５

号
多機関協働事業 ★新規★  相談支援包括化推進員 【委託：社会福祉協議会】　（R6～直営予定） 健康福祉総務課

業務名（法的根拠） 既存制度の対象事業等

社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項

第
１
号
包括的相談支援事業

第
２
号
参加支援事業 ★新規★

第
４
号

健康福祉総務課

第
３
号
地域づくり事業

【困窮】 　生活困窮者支援等のための地域づくり事業 健康福祉総務課

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

★新規★ 健康福祉総務課

第
６
号
支援プランの作成 ★新規★

 福祉まるごと相談室

 相談支援包括化推進員

 社会福祉協議会

健康福祉総務課

松阪市における重層的支援体制整備事業 （令和5年10月現在）
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松阪市における重層的支援体制整備事業の支援フロー（イメージ）

① 身近な地域で相談を受け止め、
地域・行政・専門職等が連携して、
地域で支え合う体制を作っていく
ため、『福祉まるごと相談室』を市
内全域に設置。
（概ね中学校区・日常生活圏域を
基本。令和4年度より順次開設。）

② 『福祉まるごと相談室』の職員と
して健康づくり、地域福祉活動、
地域づくり支援を行う医療職・
福祉職・地域づくり支援職員を
エリア配置。

③ 相談機能の集約ではなく、既存
の体制を活用。

④ 包括的相談支援事業者と『福祉
まるごと相談室』が世帯や属性
を超えた相談を受け止め、必要
な支援につなぐ。

⑤ 課題が複雑化・複合化した事例
等の支援は多機関協働事業へつ
なぎ、関係機関の役割分担や支
援の方向性を検討しチームで支
援を実施。

⑥ 参加支援事業・アウトリーチ等を
通じた継続的支援事業は社会福
祉協議会と連携。ひきこもり相談
窓口や『福祉まるごと相談室』と
協働した支援を行う。
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 地域共生社会と地域包括ケアシステムの深化・進化
高齢期の支援を地域で包括的に確保する『地域包括ケアシステム』の取り組みを高齢者に対する

支援に限定することなく、子どもや障がい者等、世帯全体を対象とした支援に深化・進化させてい
くことは、地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制の構築につながります。
全世代を対象に支援を行う「福祉まるごと相談室」と地域包括支援センターが協働し、連携しやす

い体制を築くために、原則として地域包括支援センターの運営法人に「福祉まるごと相談室」の業
務を一部委託し、一体的に実施していきます。

「福祉まるごと相談室」を令和４年度に3か所（鎌田・嬉野・飯高）、令和5年度に3か所（松尾・三
雲・飯南）、計6か所開設。令和7年度までに中学校区・日常生活圏域を基本とし、市内全域13か所
に「福祉まるごと相談室」の開設を目指します。

第一地域包括支援センター

（公益社団法人 松阪地区医師会）

鎌田

第四地域包括支援センター

（医療法人社団 嘉祥会）

第二地域包括支援センター

（社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会）

三雲

第三地域包括支援センター

（社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会）

飯高

第五地域包括支援センター

（社会福祉法人 太陽の里）

松尾

嬉野

福祉まるごと相談室

地域包括支援センター

職員派遣 連 携
地域でバックアップ

ブランチ機能

飯南

福祉職 （地域包括支援センター職員）

地域づくり支援職員

（市職員）

全世代型の「福祉まるごと相談室」に
地域を支える専門職をエリア配置

「福祉まるごと相談室」と地域包括支援センターとの協働・連携体制
～地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制の構築のために～

医療職

または市職員）
（地域包括支援センター
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福祉まるごと相談室 ６つの取り組み
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「重層的支援体制整備事業庁内連携会議」による庁内連携
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～多職種・多機関の連携ネットワーク～ 「重層的支援ネットワーク会議」

令和3年12月に「相談支援包括化推進会議」の中で庁内7課が参加する勉強会として開始。徐々に参加機関を拡大して現在は庁内外32機関が参加。
令和4年度は分野を越えた多職種の連携強化を目的に月1回開催。令和5年度は事例検討を通して支援のあり方を学ぶ。

 令和3年度・4年度 「重層的支援ネットワーク会議」の取り組み  令和５年度 参加機関 ≪R5.9時点≫

講話を通してお互いの組織や業務に関する相互理解を深めるとともに、学びを基に意見交
換や気づきの共有を行うことで連携時に顔の見える関係づくりと理念や意識の共有を行った。

開催日 分野 内容 講師

12月16日 ひきこもり
「松阪市生活相談支援センターにおけるひきこもり支
援の取り組み事例について」

生活相談支援センター

1月25日 障がい 「総合相談センター　マーベルとは」 障がい者・児総合相談センター マーベル

3月11日 高齢 「認知症初期集中支援チームについて」 認知症初期集中支援チーム

4月21日 体制整備 「重層的支援体制整備事業について」
健康福祉総務課　・　地域福祉課
社会福祉協議会

5月18日 体制整備
「地域福祉活動計画と重層的支援体制について」
ヒアリングシートから読み取れること

地域福祉課 ・ 社会福祉協議会

6月22日 高齢 「高齢者分野の取り組みから重層的支援体制を学ぶ」
高齢者支援課
第一・第三・第五地域包括支援センター

7月20日
不登校・

ひきこもり

「不登校・ひきこもり支援の領域に私達は何を担える
のか」
三重県、松阪市における取組みについて

三重県 地域福祉課　・　学校支援課
健康福祉総務課
相談支援包括化推進員

8月27日
不登校・

ひきこもり

～誰一人取り残さない～
三重県ひきこもり支援フォーラム
「ひきこもりの理解と望ましい支援のあり方について
～ひきこもりを長期化させないために～」

筑波大学 医療系社会精神保健学部
教授　斎藤 環さん

9月21日 子ども
「こども・子育て分野の支援連携体制と重層的支援体
制」

健康づくり課（健康センターはるる）
こども未来課

10月19日 その他
「支援困難な地域住民や、犯歴のある人々を支える重
層的支援体制～保護司と民生児童委員に学ぶ～」

保護司会　・　民生委員

11月10日 ひきこもり
ひきこもり支援研修会
「～ひきこもりの理解と支援の糸口について～」

愛知教育大学　教育学部
准教授　川北　稔さん

12月21日 障がい
「障がい福祉分野を知る ～就労支援における多機関
協働のあり方～」

障害者就業・生活支援センター みらーち
ジョブステーションマツサカ

1月18日 体制整備
「アンケート調査から読み解けた松阪市の重層的支援
体制づくり」

相談支援包括化推進員

2月15日 困窮
「生活困窮分野の役割について　～アセスメント術と
連携を学ぶ～」

生活相談支援センター　・　保護課

3月15日 障がい 「障がい福祉分野における支援体制の現状と今後」 松阪保健所　・　障がい福祉課

R
3
年
度

R
4
年
度

1 第一地域包括支援センター

2 第二地域包括支援センター

3 第三地域包括支援センター

4 第四地域包括支援センター

5 第五地域包括支援センター

6 高齢者支援課

7 障がい児・者総合相談センター　マーベル

8 障害者就業・生活支援センター　みらーち

9 松阪保健所

10 障がい福祉課

11 健康づくり課

12 こども未来課

13 こども支援課

14 子ども発達総合支援センター

15 地域福祉課

16 生活相談支援センター

17 保護課

18 教育 教育委員会　学校支援課

19 社会福祉協議会

20 日常生活自立支援センター

21 成年後見センター

22 福祉まるごと相談室　鎌田

23 福祉まるごと相談室　嬉野

24 福祉まるごと相談室　三雲

25 福祉まるごと相談室　飯南

26 福祉まるごと相談室　飯高

27 嬉野地域振興局

28 三雲地域振興局

29 飯南地域振興局

30 飯高地域振興局

31 地域づくり連携課

32 健康福祉総務課

多分野

高齢

障がい

子ども

困窮
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包括的相談支援から多機関協働への支援フロー（イメージ）

10



各地区での福祉まるごと相談室 連携会議

11



重層的支援体制整備事業 ネットワーク体制
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